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山田正亮はその画業の前半に、５６冊の制作ノートを残しました。 制作しつつ
ある作品をノートにも丹念に描き込み、 仕事の進みゆきや課題についてその横

に書きつけています。「絵画との三勢約」「全色彩は絵をみつめる」 などの独特な

言葉もそこに頻出。 ときとして身辺雑記、自身が見たいろいろの展覧会のこと、
恋愛話、 戦争の苦しい記憶、 画家として認められないジレンマなどなど、 山田

の困難な挑戦を祐梯とさせる記述が満載ごす。 ただし、彼の字を読み取るのは
一苦労。（カタログにはノートの一部の画像が、 読み下しとともに掲載されて

います。）

Ｗ′ｏｒｋＤＩ９７０‐１９７９ 図

　

１９７０年代山田正亮の作品は、 グレーに近づいた微妙な色調を用い、 グリッド

（格子） 状に画面を仕切って塗り分けるスタイルによって描かれています。 筆

触はほとんど消され、１９６０年代まての画面にあった下層の絵の具の盛り上がり
がつくる凹凸も見られなくなったこともあって、 色彩の面が雲のようにふわっ
と漂う、 まる ライトボックスのような感覚がひき起こされます。 そのさり気

なさと硬質さは、 どこか１９７０年代の時代の空気を祐悌とさせない しょうか。

ＶＶｏｒｋＤ．３
１９７０
油彩・キャンバス
９７×９７ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＤ．４４
１９７０
油彩◆キャンバス
９１×８０．３ｃｍ

ＷｏｒｋＤ．１１２
１９７２
油彩・キャンバス
１３０×４３ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．１１４
１９７２
油彩・キャンバス
１３０×４３ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．ｐ２０６
１９７４
コンテ・未此
７９×４９ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．ｐ２２６
１９７４
色鉛筆・紙
７２×９ｏｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．２３０
１９７６
油彩・キャンバス
１６２×１３０ｃ

Ｗ′ｏｒｋＤ．２３１
１９７６
油彩・キャンバス
１１６．８×９ｌｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．２９４
１９７８
油彩・キャンバス
８０．５×６０．８ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．２９６
１９７８
油彩・キャンバス
８０．５×６１ｃｍ

ｅｎｄｌｅｓｓ

会浅場ガイド

●画家のアトリエから

　

１９７８年山田正亮は、 東京銀座の康画廊 の大規模な個展 、 一躍、 時の人と

いえるくらいに注目を浴びました。 描きはじめてから４０年後のこと す。 その

ころからかれのスタイルは、 また大きく変わります。 色面は、 筆のストロークを

強調した、 動きを感じさせるものにとってかわられ、 かなり大型のキャンバスが

使われるようになります。 徹底的に抑制をきかせてきたそれま の画面と比べる

と、 自由 開放的な表現に向かったといえる しょう。 その気になれば、 線や色

斑を人間や樹木の姿に見立てることさえごきます。 ただし、 依然としてどの作品

も、十字形や長方形、水直線や水平線が、骨格のように絵画を取り仕切っている

のがわかる しょう。

ＶＶｏｒｋＥ．Ｐ１０５
１９８０
コンテ・紙
７２×９ｏｃｍ
千葉市美術館

ＶＶｏｒｋＥ．１５１
１９８３
油彩・キャンバス
１８２×４５６ｃｍ
高松市美術館

ＶＶｏｒｋＥ．ｐ３２４
１９８３
油彩、コンテ・紙
７０ＸＩＯＯＣｍ
千葉市美術館

ＶＶｏｒｋＥ．ｐ４４７
１９８４
７彩・糸此
７９×１０９ｃｍ

ＶＶｏｒｋＥ．Ｐ５２６
１９８５
水彩・糸氏
７２×９ｏｃｍ

ＶＶｏｒｋＥ．２５０
１９８６
油彩・キャンバス
東京国立近代美術館

ＶＶｏｒｋＥ．２８０
１９８７
油彩・キャンバス
２５９×３８８ｃｍ
国立国際美術館

ＶＶｏｒｋＥ．Ｐ６６６
１９８７
油彩、コンテ・紙
７８．５×１０７ｃｍ

ＶＶｏｒｋＥ．Ｐ８０３
１９８８
水彩・紙
７２×９ｏｃｍ
力サハラ画廊

ＶＶｏｒｋＦ．２０
１９９０
油彩・キャンバス
２５９×３８８ｃｍ
千葉市美術館

ＶＶｏｒｋＦ．ｐ３
１９９０
コンテ・糸氏
７８．５×１０７ｃｍ
色彩美術館

ＶＶｏｒｋＦ．１１６
１９９２
油彩・キャンバス
１８２×２５９ｃｍ

ＶＶｏｒｋＦ．１３１
１９９２
油彩・キャンバス
１８２×２５９ｃｍ

ＶＶｏｒｋＦ．２２０
１９９４
油彩・キャンバス
２２７×３６４ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．８７
１９７２
油彩・キャンバス
２２７．３×１６２ｃｍ
国立国際美術館

ＶＶｏｒｋＤ．９２
１９７２
油彩・キャンバス
２２７．２×１６２ｃｍ
名古屋市美術館

ＷｏｒｋＤ．１００
１９７２
油彩・キャンバス
２２７．３×１６２ｃｍ
高松市美術館

Ｗ′ｏｒｋＤ．１０９
１９７２
油彩・キャンバス
１３０×４３ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．１１１
１９７２
油彩・キャンバス
１３０×４３ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．１１６
１９７２
油彩・キャンバス
１３０×４３ｃｍ

ＷｏｒｋＤ．１１９
１９７２
油彩・キャンバス
１３０×４３ｃｍ

ＷｏｒｋＤ．１４２
１９７３
油彩・キャンバス
６０×１６２ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．１４４
１９７３
油彩・キャンバス
６０×１９４ｃｍ

ＷｏｒｋＤ．１６３
１９７４
油彩・キャンバス
１９４×１３０ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＤ．１７０
１９７４
油彩・キャンバス
１９４×１３０ｃｍ
府中市美術館

Ｗ′ｏｒｋＤ．１８４
１９７５
油彩・キャンバス
８０．３×１１６．８ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．１８６
１９７５
油彩・キャンバス
８０．３×１１６．８ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．２１０
１９７５
油彩・キャンバス
１９４×１９４ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．ｐ２４８
１９７５
色鉛筆・紙
７７×５０ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．Ｐ２６３
１９７５
コンテ・糸氏
７４．５×１０５ｃｍ
千葉市美術館

ＶＶｏｒｋＤ．ｐ２６４
１９７５
コンテ・糸氏
７４．５×１０５ｃｍ
府中市美術館

ＶＶｏｒｋＤ．２３４
１９７６
油彩・キャンバス
８９．５×１３０．２ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．２５３
１９７６‐７７
油彩・キャンバス
７２．８×５３ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．２５９
１９７７
油彩◆キャンバス
１３０．３×８９．５ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．２６２
１９７７
油彩・キャンバス
１８２×１８２ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．２６４
１９７７‐７８
油彩・キャンバス
１９４×１９４ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＤ．２７７
１９７７－７８
油彩・キャンバス
１６２×１１２ｃｍ
府中市美術館

ＶＶｏｒｋＤ．２９７
１９７８
油彩・キャンバス
１９４×１９４ｃｍ
高松市美術館

作家略歴
ＷｏｒｋＤ．３０１
１９７８
油彩・キャンバス
１１６．７×８０．３ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．３１５
１９７９
油彩・キャンバス
７２．８×５３ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＤ．３２１
１９７９
油彩・キャンバス
１９４×１３０ｃｍ
福島県立美術館

ＶＶｏｒｋＤ．３２５
１９７９
油彩・キャンバス
１９４×１３０ｃｍ
福島県立美術館

回

１９２９年

１９４３年

１９４５年

１９４９年

１９５０年代前半

１９５８年

１９７８年

２００５年

２００５年

２０１０年

山田正亮（本名 正昭）は東京に生まれる。男４人女１人兄弟の末子。長兄と次兄は友禅

染の絵師だりた。
東京府国分寺町の陸軍兵器行政本部製図手養成所に入所。翌年、同養成所教務室助
教となり

　

陸軍兵器行政本部委託生として、東京都小金井町の東京都立機械工業学校
第二本科機械科に入学。
東京の自宅が空襲で焼失。避難先ごも空襲にあう。終戦。 陸軍兵器行政本部退職。
「日本アンデパンダン展」「自由美術展員こ出品。（以後継続して出品。）

結核を患い入退院を繰り返す。
教丈館画廊ご初個展、その後、基清堂画廊、南天子画廊ほかご個展。
康画廊で個展。
府中市美術館ご個展。
文化庁長官表彰を受ける。
胆管がんにより自宅にて死去。

展覧会カタログ：３３６ページ、作品や制作ノートの図版満載、エッセイ５本。大溝格によるデザイン、日英バ

イリンガノレ。２７００円十税。 美術出版社刊行。一般書店やネット書店ごもお求めいただけます。

ｅｎｄ１ｅｓｓ山田正亮の絵画

会場構成：西淫徹夫

　

会場ディスプレー：東京スタヂオ

会場グラフィック：大溝格（Ｇ１ａｎｚ） 照明：灯工舎

主催：東京国立近代美術館・京都国立近代美術館
協力：一般社団法人山田正亮の会、東芝ライテック株式会社、東芝エルティーエンジニアリング株式会社

★ 平成２８年度文化庁地域の核となる美術館．歴史博物館支援事業

力１いぶ十つ
画家山田正亮ワールドへようこそ！
絵画の饗宴を、 是非お楽しみください。

山田正亮＊（１９２９‐２０１０）は、「絵画と契約」
＊＊した

男 す。 その背景にあったのは、 少年期の過
酷な戦争体験。 罪もない多くの人々の理不尽
な死を目の当たりにした山田は、 確かな価値

を求め、 なぜか絵を描くことにその身を託し、
その後、 半世紀以上にわたり、 ひたすら描き

続けました。 かれにとって一枚一枚の作品の

制作は、 常に身を削るょぅな真剣勝負。 一見

みな同じようなストライ プに見えても、 それ

ぞれの作品はみな違った表情と個性を持ち、
何層にも重ねられた絵の具が、 とても書かな

視覚体験へと誘ってくれます。５，０００点を超
える山田の絵画＊＊＊のなかから選りすぐられた

２１９点を通して、 今日にあっても衰えること

のない絵画の力を、 そして、 描くいとなみの

奥深さを実感していただければ幸い す。 た

だし、 めまいにはご注意を。

＊読みは「まさあき」、 すが「せいりょう」ともよく呼ばれます。
＊＊山田正亮が残した制作ノートに記された言葉。
＊＊＊山田正亮はすべての作品をナンバリングして台帳に記録し
ています。 おそろしくまめな人 した。

「画家のアトリエから」のコーナーのみ写真撮影ＯＫごす。それ以
外の場所ごの撮影は きません。

人並み外れて凡帳面な整理魔山田正亮の画室は常にきれいに整理されていま

した。 ただしかれは実際に作品を描いている様子を、 近しい人にすら見せるこ

とはありません した。 ここ は、 絵の具や筆のラック、 白く塗った脚立、 壁

に立てかけられた作品を通して、 制作の現場をちょっとだけ覗き見。 ここに限

って撮影ＯＫごす。

山田正亮の絵画



Ｃｏ１ｏｒｌ９９７‐２００１ 図

　　　

Ｗ′ｏｒｋＢＩ９５６‐１９５９ 図
ＷｏｒｋＣ．７３
１９６０
油彩・キャンバス
１８０×６８ｃｍ
東京国立近代美術館

ＷｏｒｋＣ．７５
１９６０
油彩・キャンバス
１００×６５．２ｃｍ
芦屋市立美術博物館

ＶＶｏｒｋＣ．７７
１９６０
油彩・キャンバス
１８０×６８ｃｍ
東京国立近代美術館

ＶＶｏｒｋＣ．７８
１９６０
油彩・キャンバス
８０×５３ｃｍ

ＷｏｒｋＣ．０１
１９６０
油彩・キャンバス
４１×５３ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＣ．０８
１９６０
油彩・キャンバス
４６×３８ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．ｐ２
１９６０
油彩、コンテ・紙
５２×３９ｃｍ
府中市美術館

Ｗ′ｏｒｋＣ．ｐｌｌ
１９６０
油彩・紙
５４．５×３９ｃｍ
府中市美術館

Ｗ′ｏｒｋＣ．ｐ１６
１９６０
油彩・紙
６７×４８ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．ｐｌ９
１９６０
油彩、コンテ・糸此
５４．５×３９ｃｍ

図
ＶＶｏｒｋＣ．ｐ２５
１９６０
油彩・糸此
４１×３１．５ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．ｐ４３
１９６０
油彩・糸氏
３６．５×２５ｃｍ

”′ｏｒｋＣ．ｐ５９
１９６０
油彩・紙
３５．５×２５ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．８５
１９６１
油彩・キャンバス
９１×６５ｃｍ
色彩美術館

Ｗ′ｏｒｋＣ．８６
１９６１
油彩・キャンバス
１６２×１１‐５ｃｍ
東京都現代美術館

Ｗ′ｏｒｋＣ．８８
１９６１
油彩・キャンバス
１６２．２×９７ｃｍ
力サハラ画廊

Ｗ′ｏｒｋＣ．８９
１９６１
油彩・キャンバス
１１７×９ｌｃｍ
横浜美術館

Ｗ′ｏｒｋＣ．９４
１９６１
油彩・キャンバス
１６２×１１２ｃｍ
宇都宮美術館

展覧会入り口の左右の壁にあるのは、山田正亮がその最晩年に描いたシリーズ

Ｃｏｌｏｒごす。 最後が最初？

　

あえて展覧会の冒頭にＣｏｌｏｒを展示するのは、 色彩が

つねにかれの絵画の根幹にあったからごす。「色彩というのは画家にとって最初

の記憶みたいなもの」だと山田は語っています。

Ｃｏｌｏｒｎｏ．２０
１９９７‐
油彩・キャンバス
６５．２×５３ｃｍ

Ｃｏｌｏｒｎｏ．３４
１９９７，
油彩・キャンバス
６５．２×５３ｃｍ

Ｃｏｌｏｒｎｏ．３９
１９９７‐
油彩・キャンバス
６５．２×５３ｃｍ

Ｃｏｌｏｒｎｏ．５１
１９９８－
油彩・キャンバス
６５．２×５３ｃｍ

Ｃｏｌｏｒｎｏ．５６
１９９８‐
油彩・キャンバス
６５．２×５３ｃｍ

Ｃｏｌｏｒｎｏ．６６
１９９８”
油彩・キャンバス
６５．２×５３ｃｍ

Ｃｏ１ｏｒｎｏ．９３
１９９９－
油彩・キャンバス
６５．２×５３ｃｍ

Ｃｏｌｏｒｎｏ．９８
１９９９‐
油彩・キャンバス
６５×５３ｃｍ

Ｃｏｌｏｒｎｏ．１３２
２００ｏｒｏｌ
油彩・キャンバス
６５×５３ｃｍ

図ＳｔｉｌＩＬｉｆｅ［静物画］１９４８‐１９５５

初期の仕事は静物画 はじまります。 これらの作品は、 実際の写生から はな

く「記憶から描かれた」とのこと。 最初期にくりかえし登場する砂、糖壷のかたちは

どこか人間をおもわせます。 モチーフは周囲の空間と次第に融合しはじめ、 ピン

の口の円形がだんだんと正面を向き、果物のまるいかたちと響き合いはじめます。

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅｎｏ．７
１９４８
油彩・厚紙
２４×３２．５ｃｍ

Ｌａｎｄｓｃａｐｅｎｏ．８
１９４８
油彩・キャンバス
６０．５×７２．８ｃｍ
府中市美術館

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅｎｏ．１０
１９４８
油彩・厚紙
２８×４０．５ｃｍ

Ｓｔｉ１１ＬｉｆｅＡ．ｎｏ６
１９４８
油彩・厚紙
３６．５×２６．５ｃｍ

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅＰ．ｎｏ０４
１９４８
油彩、コンテ・色紙
２３×３２ｃｍ

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅＰ．ｎｏｏ９
１９４８
コンテ・紙
２３．５×３２ｃｍ
色彩美術館

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅＰ．ｎｏｏｌｏ
１９４８
油彩、コンテ・色紙
２４×３２ｃｍ

Ｓｔｉ１ＩＬｉｆｅＰ．ｎｏ４
１９４８
油彩、コンテ、
鉛筆・紙
３０×４１ｃｍ

Ｓｔｉ１１ＬｉｆｅＡ．ｎｏｌｌ
ｌ９４９
油彩・キャンバス
５３×４５．５ｃｍ
府中市美術館

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅＰ．ｎｏｏｌｏ
１９４９
油彩、コンテ、
色鉛筆・紙
４０×３２ｃｍ

Ｓｔｉｌ１Ｌｉｆｅｎｏ．６
１９５０
油彩・キャンバス
５３×６５．２ｃｍ

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅｎｏ．１５
１９５０
油彩・キャンバス
４５．６×３８ｃｍ
府中市美術館

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅＰ．ｎｏｏ９
１９５０
鉛筆、コンテ・紙
３５．５×４６ｃｍ

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅｎｏ．２４
１９５０－５１
油彩・キャンバス
４５．６×５３ｃｍ
宮下明

Ｓｔｉ１ＩＬｉｆｅｎｏ．２５
１９５１
油彩・キャンバス
５０×４０．２ｃｍ

Ｓｔｉ１ＩＬｉｆｅｎｏ．２６
１９５１
油彩・キャンバス
５３×４５．６ｃｍ
府中市美術館

Ｓｔｉｌ１Ｌｉｆｅｎｏ．３４
１９５１
油彩・キャンバス
３８×４５．６ｃｍ

Ｓｔｉ１１Ｌｉｆｅｎｏ．３５
１９５１
油彩・キャンバス
４５．６×５３ｃｍ
国立国際美術館

Ｌａｎｄｓｃａｐｅｎｏ．４４
１９５１‐５２
油彩・板
５３．５×４１．５ｃｍ

Ｓｔｉ１１Ｌｉｆｅｎｏ．５１
１９５２
油彩・キャンバス
５３×７２．８ｃｍ
芦屋市立美術博物館

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅｎｏ．５３
１９５２
油彩・キャンバス
１００×８０．３ｃｍ
宇都宮美術館

Ｓｔｉ‐１Ｌｉｆｅｎｏ．５８
１９５２
油彩・キャンバス
６５．３×５３ｃｍ
府中市美術館

ＳｔｉｒーＬｉｆｅｎｏ．６４
１９５３
油彩・キャンバス
４１×５３ｃｍ

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅｎｏ．７１
１９５３
油彩・キャンバス
８０．３×６５．２ｃｍ

ＳｔｉｌーＬｉｆｅｎｏ．７７
１９５３
油彩・キャンバス
６５．２×５３ｃｍ

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅｎｏ．８３
１９５４‐５５
油彩・板
３８×４５．５ｃｍ
府中市美術館

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅｎｏ．９５
１９５４‐５５
油彩・キャンバス
１１６．８×９ｌｃｍ
府中市美術館

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅＰ．ｎｏ７１
１９５４‐５５
油彩、コンテ・紙
３８×４５．５ｃｍ
千葉市美術館

図Ｃｈｒｏｎｏ１０ｇｙ［作品の変遷］１９４８‐２００１

　

山田正亮初体験のあなたのために、半世紀以上にわたるかれの画業の展開を一

室 ダイジェストする試み す。 なんともぜいたくに、 ここ は実際の作品をつ
かいました。 しかも、 小品とはいえじっくりと描き込まれた良品ばかりごす。 言

葉は山田の制作ノートなどから。 これ 予習は完壁。

ＳｔｉｌＩＬｉｆｅｎｏ．４５
１９５１‐５２
油彩・キャンバス
２６×１６ｃｍ
宮下明

ＶＶｏｒｋＢ．０８
１９５６
油彩・キャンバス
２７．３×４１ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＢ．０３８
１９５７
油彩・キャンバス
３３．３×２４．５ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＢ．０５０
１９５８
油彩・キャンバス
３９．５×３５ｃｍ

ＷｏｒｋＢ．○７７
１９５９
油彩・キャンバス
２４×３３．３ｃｍ

ＷｏｒｋＣ．０６
１９６０
油彩・キャンバス
３３．３×２４ｃｍ
筑波大学・
石井コレクション

ＷｏｒｋＣ．０４１
１９６４
油彩・キャンバス
３３．３×２４．２ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＣ．０７３
１９６７
油彩・キャンバス
２７．５×４５．６ｃｍ
ノマディク工房・
内田芳孝

Ｗ′ｏｒｋＣ．００２６
１９６８
油彩・キャンバス
２７．３×１９ｃｍ

ＶＶｏｒｋＤ．１３６
１９７３
油彩・キャンバス
２５×９ｌｃｍ

ＷｏｒｋＤ．０７４
１９７６
油彩・キャンバス
２４．２×４１ｃｍ

ＷｏｒｋＤ．０８２
１９７７
油彩・キャンバス

ＶＶｏｒｋＥ．２８９
１９８７
油彩・キャンバス
４１×６５ｃｍ

ＶＶｏｒｋＦ．２９
１９９０
油彩・キャンバス
３３．３×４６ｃｍ
宮下明

Ｃｏーｏｒｎｏ．１０６
１９９９‐
油彩・キャンバス４５．６Ｘ５３ｃｍ

　　　　　　　　

者彩・キャ、

　　　　　　　　　　　

６５．２×５３ｃｍ

　

山田正亮は１９５６年から１９９５年ま の作品にＷｏｒｋというシリーズ名を与え、 そ

のすべての作品に機械的に番号をふっています。 ＷｏｒｋＢは１９５６年から１９５９年ま

の作品。 その後十年ごとに、 ＷｏｒｋＣ が１９６０年から１９６９年まご、 ＷｏｒｋＤがそ

の後の１０年間、 というようにして、 このシリ ーズ は ＷｏｒｋＦま 継続しました。
静物画のモチーフが完全に解体されたところからＷｏｒｋＢははじまりました。 渦

のようなかたちのアラベスク模様のなかから、 だんだんと長方形が浮び上がり、
やがて、 きっぱりとした長方形だけの画面が生まれます。

ＶＶｏｒｋＢ．１１２
１９５６
油彩・キャンバス
１１６．８×９ｌｃｍ
府中市美術館

Ｗ′ｏｒｋＢ．１１４
１９５６
油彩・キャンバス
９１×７３ｃｍ

ＶｖｏｒｋＢ．１１５
１９５６
油彩・キャンバス
７２．８×６０，７ｃｍ

ＶＶｏｒｋＢ．１１８
１９５６
油彩・キャンバス
９１×７２．８ｃｍ

ＶＶｏｒｋＢ．１２５
１９５６
油彩・キャンバス
１１６．８×９ｌｃｍ
宇都宮美術館

ＶＶｏｒｋＢ．１３４
１９５６
油彩・キャンバス
８０．３×ｌｏｏｃｍ
協力ギャラリー米津

ＶＶｏｒｋＢ．１３６
１９５６－５７
油彩・キャンバス
１００×８０．２ｃｍ

ＶＶｏｒｋＢ．１３９
１９５６‐５７
油彩・キャンバス
９１×６５．３ｃｍ
協力ギャラリー米津

ＶＶｏｒｋＢ．１４１
１９５７
油彩・キャンバス
１００×８０．３ｃｎｎ
協力ギャラリー米津

ＶＶｏｒｋＢ．１４５
１９５７
油彩・キャンバス
６５．３×８０．２ｃｍ
協力ギャラリ←米津

ＷｏｒｋＢ．１４９
１９５７‐５８
油彩・キャンバス
７３×６１ｃｍ

ＶＶｏｒｋＢ．１５４
１９５７‐５８
油彩・キャンバス
９１×７２．８ｃｍ
ノマディク工房・
内田芳孝

ＶＶｏｒｋＢ．１６３
１９５８
油彩・キャンバス
８０．３×ｌｏｏｃｍ
府中市美術館

ＶＶｏｒｋＢ．１６９
１９５８
油彩・キャンバス
９７×１３０．４ｃｍ
千葉市美術館

ＶＶｏｒｋＢ．１８２
１９５８
油彩・キャンバス
９１×１１６．８ｃｍ
愛知県美術館

Ｗ′ｏｒｋＢ．１８３
１９５８
油彩・キャンバス
９７×１３０．３ｃｍ
協力ギャラリー米津

Ｗ′ｏｒｋＢ．１９２
１９５９
油彩・キャンバス
１３０×１９４ｃｍ

ＶＶｏｒｋＢ．２２０
１９５９
油彩・キャンバス
６５．３×ｌｏｏｃｍ
力サハラ画廊

ＶＶｏｒｋＢ．２２７
１９５９
油彩・キャンバス
５３×８０ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＣＩ９６０‐１９６９

ＶＶｏｒｋＢ．２０５
１９５９
油彩・キャンバス
７２．９×１１７ｃｍ
府中市美術館

ＶＶｏｒｋＢ．２１４
１９５９
油彩・キャンバス
７２．８×１１７ｃｍ

ＶＶｏｒｋＢ．２１９
１９５９
油彩・キャンバス
５０×７２．８ｃｍ

ＶＶｏｒｋＢ．２２８
１９５９
油彩・キャンバス
６５×ｌｏｏｃｍ

　

山田正亮はよくストライ プの画家といわれてきました。 かれ以前にもパウル・

ク レーをはじめ、ス トライ プを絵画作品として描いた画家は何人かいます。 ただ、
これほど徹底的に、 取り悪かれたように何年もそれを継続したのはかれくらい

しよう。 一体、 ストライ プとは何なのか。 ひとつだけ申し上げるならば、 かれの

ストライ プは、 ひとつの平面上に色の線が並ん いるだけ はなく、 塗り重ねら

れた絵の具の層の重なりが、 いわば深さの方向に向けてもストライプをなしてい

る点 す。 今回の展覧会のための調査の一環として撮られた、 ストライ プ作品の

絵の具層の断面の電子顕微鏡写真が会場に掲示されていますが、ここに見られる

ような絵の具層の重層が、複雑精妙、な視覚体験を導いているのごす。 デジタル・

ディスプレー はこうはいきませんね。１９６５年ころにはストライプはひと段落し、
沈潜するような無彩色の画面にかわっていきます。 ストライ プによる色彩の横溢

の後に山田正亮がみせた静議な一面 す。 繊細に描かれた画面には、微かな色味

と人』児のようなニュアンスがあります。

Ｗ「ｏｒｋＣ．１２
１９６０
油彩・キャンバス
６５×５０ｃｍ
色彩美術館

ＷｒｏｒｋＣ．２７
１９６０
油彩・キャンバス
７２．８×５３ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＣ．３３
１９６０
油彩・キャンバス
１４５．８×９７ｃｍ
愛知県美術館

Ｗ′ｏｒｋＣ．３４
１９６０
油彩・キャンバス
１１７×５６ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＣ．４０
１９６０
油彩・キャンバス
１６２×９７ｃｍ
千葉市美術館

ＷｏｒｋＣ．５７
１９６０
油彩・キャンバス
１４５．７×８９．５ｃｍ
大阪新美術館建設
準備室

ＶＶｏｒｋＣ．６０
１９６０
油彩・キャンバス
６５×５０ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．６１
１９６０
油彩・キャンバス
１３０×８０．３ｃｍ
協力ギャラリー米津

ＶＶｏｒｋＣ．６２
１９６０
油彩・キャンバス
１６２×９７ｃｍ
青森県立美術館

Ｗ′ｏｒｋＣ．７０
１９６０
油彩・板
９１×９ｌｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＣ．９６
１９６１
油彩・キャンバス
１６２×９７ｃｍ
国立国際美術館

Ｗ′ｏｒｋＣ．１００
１９６１
油彩・キャンバス
１４５．６×９７ｃｍ
協力ギャラリー米津

Ｗ′ｏｒｋＣ．ｐ９１
１９６１
油彩ラ、ワックス・糸氏
２５×１７ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．ｐｌｏｌ
ｌ９６１
油彩・紙
７９．５×５４ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．９２
１９６１‐６２
油彩・キャンバス
１１６．８×９ｌｃｍ
横浜美術館

ＶＶｏｒｋＣ．９３
１９６１‐６２
油彩・キャンバス
１４５．７×９７ｃｍ
高松市美術館

Ｗ′ｏｒｋＣ．９９
１９６１，６２
油彩・キャンバス
１３０．３×８０．３ｃｍ
力サハラ画廊

Ｗ′ｏｒｋＣ．１０２
１９６１「６２
油彩・キャンバス
１６２×１１２ｃｍ
京都国立近代美術館

ＶＶｏｒｋＣ．１０５
１９６１‐６２
油彩・キャンバス
１６２×１１２ｃｎｎ
府中市美術館

ＷｏｒｋＣ．１０８
１９６２
油彩・キャンバス
１６２×１１２ｃｍ
富山県立近代美術館

ＶＶｏｒｋＣ．１０９
１９６２
油彩・キャンバス
９１×６５ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＣ．１１１
１９６２
油彩・キャンバス
１４５．８×９７ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＣ．１１３
１９６２
油彩・キャンバス
８０．３×６１ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．１１４
１９６２
油彩・キャンバス
１６２×１１５ｃｍ
宮城県美術館

ＶＶｏｒｋＣ．１２０
１９６２
油彩・キャンバス
１６２×１３０ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．１２２
１９６２
油彩・キャンバス
１１６．８×７３ｃｌ・１

ＶＶｏｒｋＣ．ｐ１４０
１９６２
油彩・糸氏

Ｗ′ｏｒｋＣ．１３１
１９６３
油彩・キャンバス
７２．８×６１ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．１３８
１９６３
油彩・キャンバス
１６２×１３０ｃｍ
新潟市美術館

Ｗ′ｏｒｋＣ．１４２
１９６３
油彩・キャンバス
１９４×９７ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．１４７
１９６３
油彩・キャンバス
１３０．３×９７ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．１５８
１９６３
油彩・キャンバス
１００×７３．２ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＣ．ｐ１８３
１９６３
油彩、ワックス・紙
１８×１７ｃｍ

ＷｏｒｋＣ．ｐ１８４
１９６３
色鉛筆・印刷紙
３０．５×２２ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＣ．１５１
１９６３－６４
油彩・キャンバス
１６２×９７ｃｍ

ＶＶｏｒｋＣ．１５４
１９６３「６４
油彩・キャンバス
１１７×５４ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＣ．１６３
１９６３‐６４
油彩・キャンバス
９１×６５ｃｍ
力サハラ画廊

ＶＶｏｒｋＣ．ｐ１９１
１９６３‐６４
油彩・印刷糸氏
３７×１７ｃｍ

ＷｏｒｋＣ．１７１
１９６４
油彩・キャンバス
７２．８×３３．３ｃｍ
色彩美術館

ＷｏｒｋＣ．１８０
１９６４
油彩・キャンバス
１６２×１３０ｃｍ

Ｗ′ｏｒｋＣ．１９１
１９６４
油彩・キャンバス
１１７×８０


